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	昨日の全道統一行動前段「第７回職場集会」で、本日20日の全道統一行動を背景とした秋期闘争の労使交渉について、道本部妥結基準を一定満たしていると確認し、自治労上部と協議の上、全道統一行動及び関係戦術を回避することとしました。

月例給・一時金は、人事院報告のとおり改定はないものの、給与構造改革に伴う経過措置や50歳代後半層の給与に関しては現行どおり確認できました。
	
	
	定年退職者の「雇用と年金の接続」の課題、臨時職員の賃金・手当、休暇制度拡充、そして、特養・デイ・居宅の経営移譲に伴う職員の雇用と経営移行を前後する期間の介護サービスに不安が生じないための引継ぎ等の体制など、年内から協議・交渉を進めなくてはならない課題が山積しています。　

今秋期闘争の成果と課題をしっかり踏まえ、組合全体で継続課題の前進に向けて、取り組み進めていきます。




2013確定闘争ヤマ場に向けた道本部メッセージ（抜粋）
	政府は15日に「国公給与の特例減額は継続せず」と閣議決定しました。このことは、消費税率の引き上げを控えて、デフレから回復基調にある日本経済の腰折れを懸念したもので、判断は至極当然のことといえます。
その一方で、総人件費の抑制など行財政改革を引き続き推進するとして、地場賃金のより一層の反映や高齢層職員の給与構造の見直し、能力・実績の処遇への反映などの給与体系の抜本改革を2014年から実施に移すとし、
	
	
	作業の具体化を人事院へ要請しています。
道内の交渉状況は、給料や一時金の改定が無いため、多くの単組で前進回答が引き出せない厳しい情勢です。現在も道本部統一闘争のヤマ場を背景に、多くの単組が交渉し、組合員・臨時非常勤職員を含めたすべての公共サービス労働者の労働条件改善を最重点に取り組みが進行中です。
全単組・全組合員の総結集で、2013確定闘争の勝利に向け、全力を尽くしましょう。





２面

ろうきんＮews　№11　から　「ウィンターキャンペーン」の告知
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庁舎以外でご用のある方は書記長の迫田（農政）へ午前中に連絡をください。








　　　　　　　




















